
小 

学 

生 

に 

人 

気 

の 

職 

業

                     

男
子
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
女
子
は
看
護
師

　

ラ
ン
ド
セ
ル
メ
ー
カ
ー
の
ク
ラ
レ
が
全
国
の
小
学
6
年
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
将
来
就
き
た
い
職
業
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
1
位
と
な
っ
た
職
種
だ
。

　

男
子
は
7
年
連
続
1
位
。
女
子
の
看
護
師
は
昨
年
の
2
位

か
ら
浮
上
し
た
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
内
訳
は
、
昨
年
の
1
番
人
気
だ
っ
た
野

球
を
抜
い
て
サ
ッ
カ
ー
が
44
％
を
占
め
て
首
位
。
テ
ニ
ス
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
抜
き
、
e
ス
ポ
ー
ツ
が
3
位
に

躍
進
し
た
。

▼
男
子
2
位
は
研
究
者（
前
年
4
位
）、3
位
教
員（
同
10
位
）、

4
位
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー（
同
16
位
）と
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
ー

（
同
8
位
）。
前
年
2
位
の
医
師
は
9
位
だ
っ
た
。

▼
女
子
1
位
の
看
護
師
は
例
年
上
位
に
入
る
人
気
だ
が
、
今

年
は
6
位
に
薬
剤
師
、
9
位
に
医
師
と
医
療
関
係
が
入
り
、

医
療
職
が
四
つ
と
い
う
人
気
だ
っ
た
。
2
位
は
教
員
（
同
6

位
）、
3
位
は
保
育
士
（
同
1
位
）、
4
位
は
漫
画
家
・
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
同
7
位
）
と
パ
テ
ィ
シ
エ
・
パ
ン
屋
（
同

3
位
）。
芸
能
人
・
歌
手
・
モ
デ
ル
が
昨
年
の
14
位
か
ら
8
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在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

昭
和
・
愛
国 

・
遠
矢

中
学
校　

美
原
・
景
雲･

鳥
取･

鳥
取
西･

附
属･

富
原
・
遠
矢

高　

校　

湖
陵
・
江
南･

北
陽
・
東
・
工
業
・
高
専

■ 8 月の予定 ■

上
が
る
ご
と
に
増
え
、
小
1
で
4
人
に
1
人
だ
っ
た
の
が
、

小
6
で
は
約
半
数
に
な
っ
た
。

　

標
準
体
重
よ
り
20
％
以
上
重
い
肥
満
傾
向
の
あ
る
児
童
生

徒
の
割
合
は
、
小
5
男
子
で
14
・
24
％
（
前
年
度
10
・
63
％
）、

小
5
女
子
で
9
・
47
％
（
同
8
・
46
％
）
な
ど
、
小
学
生
を

中
心
に
増
加
し
た
。

　

文
科
省
は
「
調
査
時
期
が
例
年
と
異
な
る
た
め
単
純
比
較

は
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
衛
藤
隆
東
京
大
名
誉
教
授

（
学
校
保
健
学
）
は
「
昨
年
度
は
負
に
悪
化
し
て
お
り
、
環

境
の
変
化
が
著
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
推
移
を

見
る
必
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　

子
ど
も
の
視
力
は
悪
化
傾
向
が
続
き
、文
科
省
は
今
年
度
、

健
康
診
断
と
は
別
に
、
小
中
学
生
の
近
視
の
実
態
調
査
に
着

手
し
た
。
生
活
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
、
視
力
低

下
の
予
防
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
方
針
。

ストップ  過 保 護・過 干 渉 ！

位
へ
と
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
う
ち
声
優
が
48
％
と
昨

今
の
人
気
を
示
し
た
。

▼
一
方
、
保
護
者
が
就
か
せ
た
い
職
で
男
子
は
公
務
員
、
会

社
員
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
女
子
は
看
護
師
、
公
務
員
、
医
療
関

係
が
ベ
ス
ト
3
で
、
や
は
り
安
定
志
向
が
強
い
の
は
当
た
り

前
の
心
情
か
。　
　
　
　
　

余
塵　

釧
路
新
聞　

7
月
24
日

　

27
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
釧
路
で
北
海
道

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
高
校
3
年
生
を
対
象
と
し

た
合
同
企
業
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
地
元
釧
路
や
帯
広
市
の

企
業
34
社
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
特
徴
や
魅
力
を
紹
介
。　

釧
路
管
内
の
高
校
8
校
か
ら
約
一
五
〇
人
が
参
加
し
、
真
剣

な
表
情
で
情
報
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

就
職
活
動
の
解
禁
、
今
年
は
例
年
通
り
9
月
5
日
に
応
募

解
禁
、
同
16
日
に
採
用
選
考
解
禁
と
な
る
。
釧
路
共
職
業
安

定
所
に
よ
る
と
、
今
年
度
卒
業
す
る
釧
路
管
内
の
高
校
生
の

う
ち
約
六
〇
〇
人
が
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
う
ち
約
7
割

が
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う
。　

釧
路
新
聞

　

こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
管
内
の
約
六
〇
〇
人
の
就
職
希

望
者
が
い
る
の
に
説
明
会
に
参
加
し
た
企
業
は
34
社
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
四
五
〇
名
以
上
が
地
元
で
の
就
職

希
望
で
す
。

　

8
月
15
日
で
操
業
を
終
え
る
日
本
製
紙
、
地
域
に
与
え
る

影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
後
の
社
会
は

大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
技
術
立
国
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
る
観

光
立
国
へ
シ
フ
ト
し
た
こ
と
が
大
き
な
間
違
い
だ
っ
た
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
、
技
術
立
国
を
目
指
し
、
そ
し
て
農
林
水
産
業

な
ど
の
一
次
産
業
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
将
来
が

明
る
い
も
の
に
な
る
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

で
き
れ
ば
女
子
は
医
療
系
、男
子
は
技
術
系
を
目
指
し
て
、

将
来
自
立
し
、
社
会
の
役
に
立
て
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
釧
路
に
は
高
専
が
あ
り
ま
す
し
。
今
は
全
道
4
高
専

の
受
験
が
可
能
で
す
。
男
女
問
わ
ず
、
ぜ
ひ
選
択
肢
の
一
つ

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
求
人
倍
率
38
倍
、
就
職
率

100
％
で
す
。
9
月
26
日
に
は
北
海
道
大
学
で
4
高
専
の
合
同

説
明
会
が
あ
り
ま
す
。
興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

漢 

字 

検 

定 

の 

結 

果 

！

　

7
月
28
日
に
合
否
の
結
果
が
ネ
ッ
ト
上
で
発
表
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
大
人
を
含
む
14
名
が
受
検
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
二
級
が
2
名
、
準
二
級
1
名
、
三
級
3
名
、
四
級

2
名
、
五
、六
、七
、八
級
が
そ
れ
ぞ
れ
1
名
ず
つ
の
11
名
が

合
格
で
し
た
。
検
定
結
果
資
料
、
合
格
証
書
は
ま
も
な
く
届

き
ま
す
。
秋
に
第
2
回
の
検
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
出
来

る
だ
け
受
験
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
読
解
力
ア
ッ
プ
！ 

あ
小 

中 

学 

生 

視 

力 

さ 

ら 

に 

悪 

化

               

学
校
保
健
統
計　

肥
満
増
加
、
コ
ロ
ナ
影
響
か

　

裸
眼
視
力
が
1
・
0
未
満
の
小
中
学
生
の
割
合
が
、
過
去

最
高
だ
っ
た
前
年
度
を
上
回
っ
た
こ
と
が
28
日
、
文
部
科
学

省
20
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
で
分
か
っ
た
。

　

肥
満
の
傾
向
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
も
急
増
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど
、
生

活
の
変
化
が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

全
国
の
幼
稚
園
や
小

中
高
校
な
ど
に
通
う
児

童
生
徒
ら
が
受
け
た
20

年
度
の
健
康
診
断
結
果

を
抽
出
し
て
調
べ
た
例

年
の
健
康
診
断
は
4
～

6
月
に
行
わ
れ
る
が
、

20
年
度
は
3
月
末
ま
で

の
結
果
を
基
に
し
た
。

　

裸
眼
視
力
が
1
・
0

未
満
の
小
学
生
の
割
合

は
37
・
52
％
で
、
過
去

最
高
だ
っ
た
前
年
度
を

3
ポ
イ
ン
ト
近
く
上

回
っ
た
。
中
学
生
は
0
・

82
ポ
イ
ン
ト
増
の
58
・

29
％
。
割
合
は
学
年
が

携 帯・スマホ 持ち込み禁止 ！

7/2　漢字検定の実施（上）　自己採点（下）

7/22　夏期講座初日のようすです！



　宿題も定期テストも廃止！
「当たり前」をやめた校長が考える「教育」のこれから

　コロナ禍はもちろん、さまざまな環境変化の中で、人々の生き方や働き方が
大きく様変わりする近年。 時代の変遷にともない、あらゆるものが進化しても、
明治維新から 150 年以上置き去りだと揶揄されているのが、日本の教育の分野で
す。
  今回のパイオニアセミナーでは、“型破り校長”として、子どもたちの自律を
重視する抜本的な教育改革を手がけた教育者の工藤勇一氏をお招きし、オンライ
ン形式で実施しました。 セミナーの模様を一部抜粋の上、ご紹介します。
  私立受験に失敗した子どもが 8 割を占める麹町中学で、学校の常識を破る！
日本の子どもの自律性の低さを 2019 年 11 月の日本財団「18 歳意識調査」デー
タを元に説明する工藤氏。
  工藤氏が中学校教諭としてキャリアを積む中で、ターニングポイントとなった
のが、千代田区立麹町中学校の校長に赴任したときのこと。
  千代田区麹町中学校は永田町に隣接し、最高裁判所や国会議事堂、自民党本部
といった日本の中枢機関が林立するエリアにある中学校です。子どもたちは小さ
い頃からさまざまな習い事のほか、学校よりもはるかに進んだ教育を塾で受けて、
そのほとんどが私立中学を受験します。
  ところが、麹町中学校に入学してくる 8 割は受験に失敗した子どもたち。

「わずか 12 歳で、『もうダメだ』と人生に絶望した子どもたちが大勢入学してく
る中学校です。自己肯定感が低いから人のことも好きになれないし、なにかある
とすぐに世の中のせいにするような子どもたちでした」（工藤氏）
  そのため、入学早々からどのクラスでも 4 〜 5 人は授業をエスケープ。さらに、
いじめや破壊行動、ものを盗むといった問題行動のある子どもも少なくありませ
んでした。
  点数至上主義の受験戦争に敗れ、傷ついた子どもたちのリハビリには少なくと
も７カ月、長いと１年半を要し、入学当初、教員たちはいなくなった子どもを連
れ戻すのに必死という状態。
  それを終えればようやく学校を好きになり、先生を信頼するようになる。そう
した“リハビリ”が必要な子どもたちに、工藤氏は大胆な教育方針を打ち立てま
した。
  それは、３年間を通じて子どもたちに「勉強しなさい」と言わないこと。定期
テストや宿題の廃止、担任制もやめて指名制に。服装や頭髪の指導も廃止したと
いうから驚きです。
 子どもたちに「自己決定」を促し、信頼関係を築く 3 つの言葉
  しかし、単に子どもたちを放任していたわけではなく、彼らを支援する言葉を
用いたことが功を奏しました。
それは、「どうしたの？」「君はどうしたいの？」「何を支援してほしいの？」の
3 つの声かけでした。
 「授業をエスケープする子どもにまずは『どうしたいの？』と声をかけて寄り
添うと、これまで頭ごなしに『勉強しろ』と親や先生から言われてきた子どもた
ちは驚きます。そして大外の子どもたちから答えは返ってきません。そこで、『授
業を受けたくないなら、別室を用意するくらいならできるよ。パソコンでも渡そ
うか？』と言うと、『じゃあ YouTube でも観てます』なんて答えが返ってくる

（笑）。教員と生徒との間でこんなやりとりをしていくと、次第に子どもたちの様
子が変わってくるのです」（工藤氏）
  この声かけのポイントは、「自己決定させる言葉」だと工藤氏は指摘。それを
引き出すことで信頼関係を築くというのです。
 「たとえば、『まともに授業が受けられないなら、向こうに行ってろ！』と言え
ばそれは命令となります。だから、子どもは与えられたサービスの質に不満を言
うわけです。でも、自己決定だと不満を言わなくなる。それができると人も否定
しなくなるのです」（工藤氏）
  子どもたちへのこうした教育方針が評判となり、麹町中学には不登校の子ども
たちが続々転校してくるようになりました。中には、せっかく私立中学の受験に
受かったものの、学校になじめず転校してくる子どもの姿も。
  自立型の強い脳を育てるポイントについても言及。ポジティブワードとしては、

「失敗しても大丈夫！」「失敗こそが大事な学びだよ」。安心できる環境として、
学校は失敗する場所と認識させることが大事。逆に NG ワードは、「あの子はダ
メだなぁ」。これは他人を排除するだけでなく、自分も否定される言葉。
 明治維新から 150 年以上変わらない日本の教育の問題とは？
  かつては朝から晩まで教員が生徒に小言を言うような学校だった麹町中学校。
学校では当たり前のさまざまなことを“やめる”という大胆な教育改革に至った
のは、工藤氏がかねてから感じていた疑問、日本に古くから根づく教育スタイル
にありました。
  「日本の教育が抱える問題は、一斉授業などで子どもたちが一方的にサービス

を与えられている点にあります。子どもの姿は大人の姿と一緒で、あらゆるものに
目的を見失っているのです。これから激変する時代をたくましく生きるために、自
分で考えて自分で育成するには、徳育・知育・体育が正しいとされていますが、疑
問に思っています」（工藤氏）
　工藤氏が問題視するのは、学力をつけるための手段として、できるだけ多くの知
識を投入する知識偏重型の教育スタイル。ペーパーテストで１点でも多くとれば大
学に入学できるといったスタイルを未だに踏襲しているのは、日本と韓国くらいだ
といいます。
　そこで工藤氏が取り入れたのが、独自の学習スタイル。たとえば数学の指導は 3
年間一度も一斉授業はしません。AI を導入し、自習に近いスタイルで、子ども同
士が学び合い、わからないことを先生に質問するのが効率的な学習法だといいます。
  「欧米の子どもたちは塾にもいかないし、学習時間も短いけれど、教育水準は高い。
そもそも学校の目的は、自律した子どもを育成することなのに、日本では勉強時間
を増やすことが目的化している。それだと自律を失っていき、もっと手がかかるよ
うになる。親や教員は勉強していない子どもを見ると不安になって勉強しなさいと
言いたくなるだけなのです」（工藤氏）
 「宿題」だらけの日本の教育は主体的な思考を奪う？

「わらからないことを調べたり聞いたりして学校で自分の学習スタイルを会得すれ
ば、それが将来、自分の仕事のスタイルにもつながる」と工藤氏。
とりわけ日本の小・中学校では、宿題が多いと言われていますが、麹町中でこれを
全廃した理由は、興味深いものがありました。

「全問中わからなかったのは２問だけなのに、全部学習しなおすと、宿題を提出す
ることに心を奪われ、多くの時間が奪われているのに学力は上がりません。そもそ
も自分で判断できる自律した生徒は、できなかったところだけを勉強しなおします。
しかも、日本の学校は宿題が多い。これでは、与えられたタスクはきちんとやるが、
課題意識を持って仕事をする人が少なくなるのはあたりまえです。日本の労働生産
性が低いのは教育のせいだと思っています」（工藤氏）
  それよりも重要なのは、学び方の習得だと工藤氏。聞いたり調べたりしないと理
解できないし、それを繰り返すことで、将来のビジネスの仕方にも通じるという話
に深く納得です。
  その点、麹町中では自分の好きな場所に座って１人やグループで勉強するスタイ
ル。時折先生を呼んで質問するなど、臨機応変で、仕事しているスタイルと同じです。
  これを導入してから落ちこぼれがなくなり、一番遅い子でも 140 時間の授業分の
学習が 70 時間で終わるなど、自分で学ぶことは非常に効率的だということを実感
したといいます。
 日本のよりよい社会のために学校教育があるべき姿は？
　よりよい学校を作るには、ペーパーテストの点数を最上位に置くのではなく、本
当に大事な目標である、「個人が社会でよりよく生きて行けるようにすること」を
きちんと目指せば解決できると工藤氏。
 「人口が増えていた時代は、誰かの仕事を真似すれば食べていけたかもしれない。
今は安くて質がいいものを作らないと売れなくなった。そんな時代に目を向けたい
のは、あらためて人や社会のために役立つことや競争相手がやらないことについて
稼げるように工夫してみること、そのようなことがあるのではないでしょうか」
  工藤氏は、今後の激しい環境変化が待ち受ける社会に向けての教育のありように
ついて、北海道・赤平で建設機械の製造のほか宇宙開発を手がけ TED のスピーカー
としても有名な植松努氏の言葉を紹介しながらわたしたちに語りかけます。
人口爆発や食糧問題などの目標を国連で SDGs として掲げるほど行き詰まった今。
そんな時代だからこそ、日本の学校にこれまで何十年間も求められてきた「忍耐」「礼
儀」「協力」ではなく、これからは自分で考え、行動できる教育が必要だと強調。
  その教育の一環として、麹町中で開催される体育祭についても紹介されました。
子どもたちに与えられたテーマは、「運動が苦手な生徒も楽しめて、得意な生徒が
思い切り輝ける、生徒全員が楽しめる体育祭」。それを受けて子どもたちが自ら考え、
実行した体育祭は、誰 1 人置き去りにせず、例年盛り上がり、大きな感動を呼ぶそ
うです。
　こうした課題を我が事として捉え、実行する力を積み重ねれば、将来社会で新し
い仕事を創造したり実行したりするときのベースになりそうです。
  学校教育は社会人の大事な基盤。社会が激変する今こそ、日本の将来とともに教
育のあり方を考えるべきときなのかもしれません。  WASEDA　NEO　2020/10/2

横浜創英中学・高等学校　校長　工藤 勇一氏

山形県鶴岡市生まれ。東京理科大学理学部応用数学科卒業。山形県で数学の中学教諭を 5 年
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育委員会教育指導課長などを経て、2014 年から千代田区立麹町中学校の校長を 6 年間務める。

現在、内閣官房教育再生実行会議委員や経済産業省「EdTech」委員などの公職も務める。著

書に、10 万部のベストセラーになった『学校の当たり前をやめた』ほか、『麹町中学校の型

破り校長 非常識な教え』『子どもが生きる力をつけるために親ができること』など


